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CMotor Unit action potential: MUAP) を導出し，その活動がどのように表面筋電図上に反映されているのかを
明らかにし，筋電図分析に資することを目的とした。
【方法】健常者 5 名から，導出位置を規定し針電極を用いて暁みしめ時の岐筋 MUAP を記録した。同時に表
面アレイ電極(直径 1mm，長さ 10mm の銀線を 12 本， 5mm 間隔でシリコーンラバー上に平行に固定)で記
録し， Modified spike-triggered averaging technique を応用することで，針電極により導出した MUAP の表面
筋電図上に現れた波形成分を抽出し，分析した。
【結果と考察] 1) 63 個の運動単位を，針筋電図と同期した信号として多チャンネル表面筋電図で導出した。
2) 49 個の運動単位は 2 峰性の波形として， 14 個の波形は複数の波形の複合体として表面筋電図に反映されて
いた。 2 峰性の波形のうち， 39 個はチャネル間で位相の反転が認められた。



















研究では，運動単位活動を針電極により記録し，同時に表面アレイ電極(電極間距離 5mm， 12 極)により
表面筋電図を記録，スパイク駆動平均加算法により表面筋電図を処理し，針電極により導出した運動単位活動
電位の波形成分を表面筋電図から抽出した。総計 63 個の運動単位を，針電極による運動単位活動と同期した
信号として多チャンネル表面筋電図から導出できた。これらの表面電極上の波形は，暁筋内における運動単位
の存在部位の違いによって，その運動単位活動電位の反映のされ方が異なり，位相の反転など特徴的な様相が
観察された。これらは多羽状構造を有する暁筋の形態学的特徴が表面筋電図に影響を及ぼしていること明確に
表すものでもある。
すなわち本論文では，表面アレイ電極を用い表面筋電図上に筋内部の局所的な運動単位活動電位を抽出し表
現することで，活動電位の空間的な広がりを観察することを可能とし，岐筋の運動単位の存在部位の深さ，神
経接合部との位置関係から見た特徴を把握することが可能であることを示したものである。これらの所見は，
表面筋電図の臨床応用の新たな可能性を示唆するものであり，顎口腔機能に関する教育研究，臨床の発展に大
きな貢献をするものである。
よって本論文は，博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断するものである。
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